
  

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 1月 1日発行 

止
し
た
事
業
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
厚
労
省
は
、
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
経
営
基
盤
の
強
化
や
人
材
確
保
・
育
成
を
図
る
た

め
「
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
」
を
創
設
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
法
人
間
の
連
携
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
も
選
ば

れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
等
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
複
雑

化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
時
代
が
到
来
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
社
会
福
祉
法
人
は
今
再
び
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、

私
た
ち
は
二
〇
四
〇
年
を
見
据
え
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
ヒ
ト
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
職
員
の
資
質

向
上
は
最
優
先
す
べ
き
事
項
の
一
つ
で
す
。
当
然
な
が
ら
理
事
長
や
施
設
長

も
例
外
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
施
設
長
に
つ
い
て
は
所
轄
庁
の
指
導
監
査
資

料
に
「
施
設
長
は
、
外
部
研
修
に
積
極
的
に
参
加
し
、
研
修
で
得
た
知
識
を

適
正
な
施
設
運
営
の
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
設
問
が
あ
る

よ
う
に
、
率
先
し
て
自
己
研
鑽
に
励
む
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
当
園
に
お
い

て
は
各
種
資
格
取
得
に
か
か
る
支
援
や
外
部
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
し
て
お
り
、
研
修
研
究
費
は
相
当
額
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
が
、

よ
り
一
層
留
意
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て
は

情
報
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｗ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
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）
の
決
算
書
類
か
ら
研
修
研
究
費
な
ど
の
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
）。 

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
利
用
者
、
ご
家
族
お
一
人
お
一
人
に
分
け

隔
て
な
く
接
し
、
現
場
で
懸
命
に
働
く
職
員
を
守
り
、
不
器
用
な
が
ら
も
信

頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
富
鳳
寿
園 
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新
年
の
挨
拶
（
令
和
二
年
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
ご
利
用
者
、
ご
家
族

を
は
じ
め
地
域
住
民
の
皆
様
、
行
政
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
の
方
々
よ
り
格
別

の
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

近
年
、
人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
な
ど
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
二
十
四
時

間
営
業
や
小
売
業
の
年
末
年
始
の
営
業
時
間
の
見
直
し
な
ど
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
仕
事
納
め
も
な
く
盆
正
月
も
普
段
と
変
わ
ら
ず
介
護
に
勤
し
む
職

員
と
と
も
に
二
十
四
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
在
宅
介
護
に
励
ん
で
お

ら
れ
る
介
護
者
の
方
々
の
ご
苦
労
は
想
像
以
上
か
と
お
察
し
い
た
し
ま
す

が
、
介
護
は
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、「
介
護
離
職
ゼ

ロ
」
が
重
要
政
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
に
携
わ
る

職
員
が
日
本
経
済
を
も
支
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
は
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
に
達
す
る
二
〇
二
五
年

問
題
を
は
じ
め
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
中
、
十
五
歳
以
上
六
十

五
歳
未
満
の
生
産
年
齢
人
口
が
急
減
す
る
二
〇
四
〇
年
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
特
に
地
方
で
は
七
十
五
歳
以
上
の
人
口
も
減
少
に
転
じ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
需
要
、
供
給
と
も
に
減
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
高
齢
者
世
帯
や
単
身

世
帯
の
増
加
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
経
済
格
差
や
貧
困
、
虐
待
、
社
会
的
孤
立
、
孤
独
死
な
ど
福
祉

ニ
ー
ズ
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。 

利
用
者
が
減
少
し
、
働
き
手
の
確
保
が
困
難
と
な
る
中
、
営
利
法
人
で
あ

れ
ば
撤
退
す
る
よ
う
な
場
合
で
も
社
会
福
祉
法
人
は
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
深
刻
な
人
材
不
足
に
加
え
、
地
域
の
需

要
を
見
誤
り
、
当
初
の
見
込
み
ど
お
り
稼
働
で
き
ず
経
営
破
綻
し
た
社
会
福

祉
法
人
や
吸
収
合
併
に
至
ら
ず
と
も
実
質
的
な
経
営
者
が
変
わ
っ
た
法
人
も

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い

っ
た
零
細
事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護
報
酬
改
定
等
の
影
響
も
あ
り
、
休
止
、
廃 

 

〒871-0821築上郡吉富町大字幸子 803番地の 1 

TEL： 0979-23-6111 

介護老人福祉施設・短期入所生活介護 

通所介護・訪問介護・居宅介護支援 

http://www.wam.go.jp/wamnet/zaihyoukaiji/pub/PUB0200000E00.do
http://www.wam.go.jp/wamnet/zaihyoukaiji/pub/PUB0200000E00.do


11 月 11 日と 12 日の 2 日間にわたり、吉富小学校 4 年生とご利用者の交流会を行いました。4 年生との交流

会は毎年恒例になっており、ご利用者も生徒さんと会えるのを楽しみにしています。 

最初は、生徒さんによる歌とリコーダーの演奏がありました。その後で、生徒さん手作りの道具を使って、

みんなで風船バレーや魚釣り、福笑いなどのゲームをしました。ゲームが始まると、会場のあちらこちらから

笑い声が聞こえ、大変和やかな雰囲気で、あっという間の 2 日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当園のさらに詳しい情報はこちら！ 

社会福祉法人 緑風会 公式ホームページ http://ryokufu-k.jp/ 
お知らせ情報等を順次更新しております！ぜひ、アクセスしてみてください！ 
ご意見等ございましたら、ホームページの"お問い合わせ"からお申し付けください。 

 

11月 3日、恒例の「京築 RUN伴＋2019」が開催されました。 

昨年に続き吉富駅と苅田町役場からそれぞれランナーが出発し、ゴールの行橋記念病院を目指しました。途

中、中継地点である吉富鳳寿園にランナーが立ち寄り、ご利用者、職員で声援を送りました。また、当園の職

員 3名がランナーとして出場し、タスキをつなぎました。 

●RUN伴とは（主催：NPO法人認知症フレンドシップクラブ） 

認知症の方や家族、支援者等が少しずつリレーをしながら一つのタスキをつなぎゴールを目指す全国的なイベントです。認知症に

対する理解促進、地域同士のつながり、安心して暮らせる地域づくりを目的としています。 

 

12月 22日、吉富鳳寿園において忘年会を開催しました。 

ご利用者の「乾杯！」の掛け声で、忘年会のスタートです。厨房職員こだわりの松花堂弁当を食べ、ご利用

者と職員で一緒にカラオケをしました。ビンゴゲームでは、今からの時期にぴったりの温かグッズの数々に、

ご利用者も喜ばれていました。今年も 1年の終わりをたくさんの笑顔で締めくくりました。皆様、来年もどう

ぞよろしくお願い致します。 

 

http://ryokufu-k.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 25日、当園にもサンタクロースがやってきました！ 

サンタクロースの登場になぜかご利用者も職員も笑っていましたが、クリスマスツリーを囲んでケーキを

食べて、季節を感じるひと時を過ごしました。 

 

 11 月 13 日、吉富町でご活躍されております「吉富レディース」の皆さまが来園されました。 

 歌に踊りに体操と、今回も盛りだくさんの内容を用意してくださいました。歌や踊りがお好きなご利

用者はいつも以上にお元気で、職員がはらはらすることもございました。吉富レディースの皆様はいつ

も明るく笑顔でいらっしゃるので、ご利用者も始終笑顔で参加されていました。 

12月 25日、吉富町ジュニアスポーツアカデミーの小学生とスポーツを通じて交流会を行いました。 

生徒さんにやり方を教えてもらいながら、玉入れ、ボッチャ、フリスビーなど様々なスポーツを体験しまし

た。初めて挑戦するスポーツもあり最初はドキドキされていたご利用者も、いざ始まると生徒さんの応援に応

えるようにナイスプレーの連続で、会場は大盛り上がりでした。クリスマスに素敵なひとときのプレゼントを

ありがとうございました。 

。 

 

狙いを定めて… 

初のボッチャに挑戦！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年秋になりますと、幸子上区の区長さんが丹精込めて育てた

菊をお借りしています。帽子のように大きな菊を観て、皆様「す

ごいねぇ」といつも足を止めて見入っています。様々な種類の菊

を貸していただき、10 月には「地域ふれあい感謝祭」を一緒に盛

り上げていただきました。 

10月 13日、秋祭り（幸子上区）が執り行われ、吉富鳳寿園で神楽が披露されまし

た。また、前日には神輿も来園していただきました。 

幸子上区の皆様、毎年ご配慮いただきありがとうございます。地域の繁栄と豊作を祈

念いたしております。 

 

10月 20日、吉富鳳寿園において『地域ふれあい感謝祭』を開催しました。 

当日は天候にも恵まれ、約 400名の方々にご来園いただき、盛大に執り行うことができました。混雑に紛

れ行き届かない点も多々あったかと存じますが、皆様方のご参加、ご協力に心よりお礼申し上げます。 

社会福祉法人緑風会では、今後もこのようなイベントを通じて地域の皆様に施設を開放し、福祉に対する

理解促進に努めて参ります。 

 

ホームページにより詳しい感謝祭の様子を掲載しています。そちらも是非ご覧ください！ 


